


















































































法は, 自由主義の象徴的な旗印とみなされるようになり, 後に復活, そし
て再び失効するなど, 数奇な運命をたどることになる｡
その後, 1822年刑法典の制定を皮切りに, スペインでは何度も刑法の全
面改正 (新刑法制定) が行われることになる｡ 具体的には1848年および







ているが, その実体は, 様々な法のつぎはぎであった｡ この法典は, フラ
ンスのナポレオン法典の他に, カスティーリャのフエロ・フスゴ (カステ
リャーノに翻訳されたローマ・西ゴート裁判法典) およびパルティダス
(七部法典) の影響を受けていた｡ それは, 制定を急いだためであり, や
むをえない側面もあったが, 内部的な統一性がとれておらず, 安定性を欠
いているとの問題を抱えることになってしまった｡ しかし, 先進的な法で














この刑法は, 罪を“delito (犯罪)”と“falta (軽罪)”とに区別する二

















間 (1868年９月1874年12月), いわゆる民主主義の６年間 (Sexenio 
	

















(De la ley penal y su esfera de )｣ と題された序章を有し, その





さらに, 本刑法典の特徴は, 矯正学派 (correccionalismo
(22)
) の影響の下,

























刑法である｡ この刑法は, 法典を一般原則, 犯罪とその刑罰, 軽罪のとそ
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の刑罰とに区分する伝統的な３部構成を採用した｡
この刑法は, 民主化にともなって, 多くの改正が行われた｡ とりわけフ
ランコ没後1983年の死刑廃止は特筆に値する
(27)
｡ その後も, 1984年, 1985年,















性は論を俟たないとしたうえで, 具体的に, 刑罰システムの変革 (自由刑
に関する規則の簡素化や日数罰金制度, 公益奉仕労働の導入), 新たなタ














皮切りに, 1999年に２度, 2000年に６度, 2002年に２度, 2003年に５度,
2004年に１度, 2005年に２度, 2006年に１度, 2007年に２度, 2010年に２
(桃山法学 第30号 ’19)6
度, 2011年に１度, 2012年に１度の改正を経て, 2015年改正 (３月30日に
改正法が成立, 同年７月１日施行, 官報 (BOE) への掲載2015年４月28
日 BOE: 28 /4 /2015) により, 現在の形となった｡
このうち, 特筆すべき重要な改正をいくつか取り上げてみたい｡







30日に行われた軽罪 (falta) の廃止であろう｡ 1848年刑法以来の伝統的な
罪の二元的把握を廃止して, 犯罪 (delito) に一元化したのである｡ もち
ろん, 軽い罪がなくなるわけではないから, 今まで軽罪とされてきたもの





















































スペイン刑法典は, 刑罰 (pena) と保安処分 (medida de seguridad) の
二元主義を採用している｡ 保安処分については, ６条１項が犯罪に示され






保安処分は, 96条によって, 自由を剥奪する処分 (medidas privativas de
libertad) と自由を剥奪しない処分 (medidas no privativas de libertad) と

























る罪, 領土・歴史遺産・環境に対する罪, 国際的共同体に対する罪 (元首
殺害やジェノサイド等) などがあげられる｡ 近年は, とりわけ家庭内暴力






切であると考えられるに至った｡ そこで, 重罪 (delito) と軽罪 (falta)
とが区別されていた2003年に虐待, 示凶器等脅迫の軽罪を重罪とする改正
が行われ (現在は前述のとおり重罪と軽罪の区別は失われており, すべて



































自由刑 (自由剥奪刑：penas privativas de libertad) は, ｢禁錮 ()｣,
｢期間居住地指定 (	

permanente)｣ および ｢罰金不納付責任 (la
responsabilidad personal subsidiaria por impago de multa)｣ が35条に定めら
れている｡ 有期の禁錮刑は, 原則20年が最長だが, 罪によっては25年
(473条１項：内乱罪の首謀者) や30年 (473条２項：武器使用内乱, 大規
模混乱内乱などの加重内乱罪) など特別に重い刑が予定されている場合も
あり, これらが複数犯されるなど刑が加重される場合には, 最長40年の禁




能な永久禁錮｣ (permanente revisable) の名で ｢相対的終身刑｣
(PPR) が制定された｡ これは16歳未満の者に対する殺人, 性的自由に対
する罪の後に行う殺人, 組織的テロ, 国家元首に対する殺人, 人道に対す
る罪などの重大犯罪に適用されることになっている (たとえば国王等殺人
罪485条１項)｡ ｢見直し可能な｣ とは, 一定期間 (25年) 服役後に審査を
経て仮釈放の可能性があることを意味している｡ この PPRの制定は, 国





(arresto de fin de semana) との融合であり, 様々な要件を考慮すること
ができる｡ 罰金刑不納付の場合は, それによって自由を剥奪される｡
権利刑 (権利剥奪刑：penas privativas de derechos) は, 刑法39条 a文
ないし j文に列挙されている｡ 順に, 絶対的権利剥奪, 特別権利剥奪 (公
職, 職業, 後見などの権利剥奪), 公職の停止, 運転免許剥奪, 武器所持




色がある｡ 終身刑については, 2015年に復活したため, スペイン刑法の特
色のひとつであった ｢終身刑がないこと｣ という点は失われた｡





スペイン刑法学にも, 学派の争い (lucha de escuelas) は大きな影響を
与えている｡ 学派の争い自体を描写しても, 日本刑法学にとって既知のこ
とばかりであるので, その詳細には触れないが, スペイン刑法学の一般的
教科書においてどのように古典学派 (escuela) と近代学派 (escuela
















として, アントン・オネカ, クエリョ・カロン, ヒメネス・デ・アスア
(53)
,
プッチ・ペニャ, キンタノ・リポリェス, ロサル, ロドリゲス・デベサな
どに受け継がれ
(54)




学派 主唱者 方法 中心 責任 制裁 学問領域
古典学派 カッラーラ 演繹的 犯罪 有責性 刑罰 刑法学
近代学派 ロンブローゾ 帰納的 犯罪者 危険性 処分 犯罪学
現在ではほぼ収束したが, 犯罪論体系の構築をめぐってなお, 細かくは４
派, 大きくは２派に区分して学説の争いを描写することが可能である｡
犯罪論体系構築をめぐる４派とは, 細かく見れば, 古典派 (Clasicismo)
(55)
,






る因果論 (日本における結果無価値論) 的立場, 後２者が広義の目的的行




















なお, 近年は広義の目的的行為論の体系 (	finalista), すなわ
ち目的的行為論または機能主義にもとづく人的不法論を採用する論者が多
い｡ 狭義の目的的行為論者として, バシガルポ, ベリスタイン・イピニャ,























(tipo) に該当し, 違法 (	







構成要件該当性 (tipicidad) とは, 法律によって禁圧されている行為の
みを処罰するという罪刑法定主義の原則から要求される｡ これは, 現実に































可罰性 (punibilidad) は, 刑罰適用の可能性・必要性を判断するもので





(causalismo), 行為無価値論的立場を目的的行為論 (finalismo) と呼んで








この表において ｢行為｣ とされているのは, 構成要件と違法性とをあわ



















































































(１) Ley 	10 /1995, de 23 de noviembre, del 
Penal. スペイ
ンにおいて ｢法律｣ は一般的な法律である ｢普通法 (ley ordinaria)｣ と
基本権や公的自由等を規制する重要な法律であり制定・改正等に普通法
より厳格な手続が定められている ｢組織法 (ley 	)｣ とに分かれ
ており, 刑法は ｢組織法｣ として定められている｡ 組織法は, 成立・改
正のために議会において成立に出席議員でなく全議員の過半数 (絶対過
半数) が要求され (憲法81条), 法案の議決について委員会への委任が
禁止され (憲法75条３項), 立法権の内閣への委任 (憲法82条１項) が
禁止されている｡
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なお, 本稿は, 執筆時 (2018年春～夏) に参照しているいわゆる2018
年１月１日現在 (最近改正2015年３月30日, 最近改正官報掲載2015年４
月28日, 最近施行日2015年７月１日) の Penal” を基に論じて
いる｡ 現在, 分離独立問題との関係において, 刑法各則のさらなる改正
を主張する声もあるが, その問題については取り上げない｡
(２) スペイン刑法の術語の定訳はほとんど存在しない (ただし, 山田信彦
『スペイン語法律用語辞典』 (信山社, 2006年) 参照) ため, 参照の便宜
のために必要に応じてその都度原語を表示する｡
なお, 固有名詞等を読みの便宜のために, カタカナで表記することが
あるが, その際は, あまりにも広範な地域で使用され, 発音に地域差・
世代差・個人差があるスペイン語であるため, 以下の法則で統一して表
記する｡ “ll” はジェイスモしない ｢リャ｣ の発音が標準であるため ｢リャ｣
で表記する (castellano : カステリャーノ)｡ 語尾の d は無音化する
(universidad : ウニベルシダ)｡ アクセントに促音は使わず長音記号を使
う (	
ゴンサーレス)｡ が, アクセントを強調する必要がない
ときは, 長音記号も使わない (pena : ペナ)｡ ただし, 以上にかかわら
ず以下の場合を例外とする｡ 日本語にカタカナ表記の慣行がある場合は,
日本語の慣行に従う (
スペイン, Madrid : マドリード)｡ カタ
ラン (カタルーニャ語) の言葉については, カタランの発音に従う










この規則は, 本稿だけでなく, 特に個別に断らない限り, 今後の私の
スペイン語を使用した論文のすべてに適用する｡
(３) スペイン憲法はドイツ基本法の影響を強く受けている｡ たとえば, ス
ペイン憲法１条１項は, スペインを ｢社会的かつ民主的国家 (un Estado
social y )｣ であると宣言しているが, これはドイツ基本法20
条１項 ｢ドイツ連邦共和国は, 社会的かつ民主的な連邦国家である｡
(桃山法学 第30号 ’19)18
(Die Bundesrepublik Deutschland ist ein demokratischer und sozialer
Bundesstaat.)｣ の影響であろう (Salvador 	Artacho・池田実
｢憲法｣ 日本スペイン法研究会・サラゴサ大学法学部・Nichiza日本法研




Penal de 1995 y la voluntad de legislador, Comentario al
texto y al debatte parlamentario, 1996. 参照｡
(５) スペイン刑法学においては, 日本刑法学と同様に, ドイツ刑法学の強
い影響を看取することができる｡ 一般的なスペイン刑法学の教科書の参
考文献欄 (Carlos Landecho Velasco / 
Molina 		
Derecho Penal Parte General, 10.a 2017, pp. 43s) を開
けば, バウマン, ハッセマー, ヤコブス, イェシェック, リスト, マウ
ラッハ, メツガー, ロクシン, ザウアー, シューネマン, シュトラーテ
ンヴェルト, ヴェルツェル, ヴェッセルスなどの名前を見ることができ,
これらの文献がスペイン語に翻訳されていることを知ることができる｡
他の教科書の参考文献欄 (Antonio Javier  	Lanz,
Derecho Penal Parte General : Elementos de !del Delito, 2.a
2015, p. 26.) でも, ヤコブス, イェシェック, ロクシンの名を
見ることができる｡
(６) “jurisprudencia” には, ｢法学｣ という意味もあるが, ｢判例｣ という
意味で使用するのが通例であり, ここでも後半に学説を表す表現が併記
して使われているため ｢判例｣ と訳した｡
(７) En la "#$%&
&'(DE MOTIVOS” de 
Penal.
(８) 1995年刑法は, 1998年６月15日に行われた第１回改正 (Ley a
2 /1998, de 15 de junio) から数えて, 2015年３月30日に行われた改正
(Ley 1 /2015, de 30 de marzo y Ley 2 /2015, de 30 de
marzo) まで実に29回の改正を経ている｡ 各則規定の整備がほとんどだ
が, 最近改正である2015年改正では, 1848年以来のスペイン刑法におい
て伝統的になされていた重罪 (delito) と軽罪 (falta) の区別を廃止し,
原則として犯罪 (delito) に統一するという大改正を施した｡ これによ
り, 軽罪は, その一部を軽犯罪 (delitos leves) として再構成されて規
定されている｡
(９) 森下忠 『海外刑法の旅』 (成文堂, 2017年) 112頁以下は, スペイン刑
法を紹介している｡ しかし, 同稿の初出が, 1997年および2006年であり,
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2015年に行われた “delito” と “falta” の区別廃止や終身刑創設などの重
要改正を反映していないものとなってしまっている｡ また, ドイツ刑法
との比較的観点から書かれたもので邦語で読める文献として, ヴァルター・




(10) Antonio Conde /Eleuterio 	
Campo, Derecho Penal Parte
General, 2015, p. 55.
(11) 	
PG (nota 10), p. 58.
(12) 	
PG (nota 10), p. 58.
(13) 森下・前掲注(９)112頁｡
(14) 	
PG (nota 10), p. 59.
(15) 	
PG (nota 10), p. 59 ; ペロン・前掲注(９)130頁｡
(16) 	
PG (nota 10), p. 59.
(17) 	
PG (nota 10), p. 59.
(18) Landecho / Molina, PG (nota 5), p. 119.
(19) 	
PG (nota 10), p. 60.
(20) 	
PG (nota 10), p. 60.
(21) 	




リオ (18141869), フランシスコ・ヒネール・デ・ロス・リオス (1839
1915), ペドロ・ドラド・モンテロ (18611919) などがいる｡ v. 
	
PG (nota 10), p. 52.
(23) 	
PG (nota 10), p. 61.





下・前掲注(９)121頁は, 同法を ｢浮浪者及び非行者法｣ と訳すが, こ
ちらの訳も適切である｡
(26) 	
PG (nota 10), p. 61.
(桃山法学 第30号 ’19)20
(27) 森下・前掲注(９)14頁｡ Sobre la reforma de 1983 v.	Landecho /
Molina, PG (nota 5), pp. 121s.
(28) 草案とその年については, どの段階を採用するかによって若干前後す
るが, ここでは森下・前掲注(９)14頁によった｡ 他に, 1980年
(Proyecto de Lay 
de Penal de 1980), 1983年 (Propuesta
de Anteproyecto de Nuevo Penal de 1983), 1990年草稿を基にし
た1992年 (Proyecto de Penal de 1992 ; Borrador de Anteproyecto
de la Parte General del Penal de 1990) に区分するものとして,
Landecho / Molina, PG (nota 5), pp. 123s.
(29) スペイン刑法は, 明文で性犯罪の保護法益は性的自由 (libertad sex-
ual) であることを示している｡ たとえば,
178.
El que atentare contra la libertad sexual de otra persona, utilizando violencia
o 	sexual con la




較的好意的に受け入れられた (Landecho / Molina, PG (nota 5), p. 125.)｡
(31) 	PG (nota 10), pp. 64ss.
(32) Nadie puede ser condenado o sancionado por acciones u omisiones que en
el momento de producirse no constituyan delito, falta o  








2. Las medidas de seguridad aplicarse cuando concurran los





1. No castigado 	delito con pena que no se halle prevista por ley
anterior a su 

igualmente, de efecto retroactivo las







1. Las leyes penales no se 
a casos distintos de los comprendidos
expresamente en ellas. (刑罰法規は, 明確に刑罰法規に包含される事態
以外には適用されない｡)
(37) 10.




Los delitos que consistan en la 
 de un resultado  se
cometidos por cuando la no del mismo, al
infringir un especial deberdel autor, equivalga,	el sentido del
texto de la ley, a su A tal efecto se 
la a la

a) Cuando exista una 
legal o contractual de actuar.
b) Cuando el omitente haya creado una de riesgo para el bien
protegido mediante una u precedente.












No hay pena sin dolo o imprudencia. (５条 故意または過失によらなけ
れば刑罰はない｡)
(41) 	12.
Las acciones u omisiones imprudentes 
	 se 
 cuando
expresamente lo disponga la Ley. (12条 過失の作為または不作為は,
その処分が法律に明示されている場合にかぎり罰せられる｡)
(42) 
 exentos de responsabilidad criminal” の “exentos de
responsabilidad criminal” は, 直訳すれば ｢刑事責任の免除｣ であるが,
この ｢刑事責任｣ は犯罪論体系における行為責任を意味する ｢責任｣ で
はなく, 日本刑法典の条文に見られる ｢罰しない｣ という意味であると
解されるため, そのように訳出した｡
(43) 正当防衛の法定の要件として, 本人または他人のための防衛であるこ










(47) Carmen Alastuey 	・稲垣清訳 ｢刑法｣ 『現代スペイン法入門』 前
掲注(３)139頁｡
(48) 2018年７月22日に野党第一党である保守系の国民党 (Partido Popular)
の党首に選出されたパブロ・カサド・ブランコ (Pablo Casado Blanco)
は, カタルーニャ独立の住民投票を念頭に, 住民投票の違法な実施を禁
じる刑法改正を目指すと宣言した (v. La Sexta TV 2018 /7 /26, https : //
www.lasexta.com/noticias /nacional / pablo-casado-propone-penalizar-la-
convocatoria-ilegal-de-referendum_201807265b59b8160cf2ed1bb43cb6ab.
html (2018年８月19日閲覧); Eldiario, 2018 /7 /26, https : //www.




(50) Ley 	11 /1995, de 27 de noviembre, de 	
de la pena de
muerte en tiempo de guerra.
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